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研究成果の概要（和文）：　本研究は社会的勢力感（以下，勢力感）の影響を調整する組織的要因を探索するも
のである。既存研究からは，組織において権力を手にし，勢力感を高めた状態の個人は，自発的な善意に基づく
役割外行動を抑制することが示唆されている。しかし同時に，そうした影響は組織と当該成員との心理的な結び
つきの強さによって調整されることも推測される。そこで本研究では，勢力感が組織市民行動に及ぼす影響が，
組織同一化の程度によって調整されるという仮説を，オンライン実験によって検証した。実験からは，勢力感の
上昇は組織同一化の程度にかかわらず組織市民行動を促進することを示唆する結果が得られた。

研究成果の概要（英文）：　This study explores the organizational factors that moderate the influence
 of the sense of social power. Existing research suggests that individuals who gain power in an 
organization and have a heightened sense of power tend to suppress extra-role behavior(e.g. 
Organizational Citizenship Behavior, Proactive Behavior, etc.). At the same time, however, it is 
also assumed that such effects may be moderated by the strength of the psychological ties between 
the organization and its members. In this study, we tested the hypothesis that the effect of sense 
of power on organizational citizenship behavior is moderated by the degree of organizational 
identification. The results of online experiment suggest that an increase in the sense of power 
promotes organizational citizenship behavior regardless of the degree of organizational 
identification.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　勢力感をめぐる既存研究が指摘してきたのは，勢力感の高まりは組織成員にとって望ましくない影響を及ぼす
という点であった。しかし本研究で実施した実験においては，勢力感が上昇した状態の個人はむしろ所属組織に
対して（とりわけ組織内の他者に対して）協力的・献身的な姿勢を示していた。このことは，組織において権力
とは必ずしも排除されるべきものではなく，むしろそれを適切に統制することで秩序だった組織活動が維持でき
ることを示唆している。本研究は，社会心理学の知見と経営学の知見を接合し，組織における権力の在り方を検
討するうえで有益な知見を創出できたものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 権力を手にすることによって人の思考や行動に何らかの変容が生じるという考えは，広範な
文化圏に膾炙している。こうした通念を確証するように，2000 年代半ば頃から，「社会的勢力感
（sense of social power）」をめぐる研究知見が社会心理学の領域を中心に蓄積されてきた。勢
力感とは，個人が資源の供給や留保，罰の執行などを通じて，他者の状態を左右する相対的能力
を有すると感じている状態を指す（Keltner et al., 2003）。勢力感はその中核的水準に個人差が
あると同時に，環境に応じて変動するものでもあり，そうした変動が当人の認知・感情・行動に
影響を及ぼすことが実験研究などを通じて明らかにされてきた。とりわけ勢力感の上昇は，（１）
対人関係における自己本位性や（２）判断・意思決定における短絡性などをもたらすことが指摘
されている（佐々木，2022）。 
こうした知見を経営の文脈へと適用すれば，勢力感の上昇は組織のマネジャーにとって望ま

しいものとは言い難いだろう。他者との円滑な協働を導くことや，事業環境を精確に見通してタ
スクを設計・遂行していくことが求められる者にとって，上記の影響は阻害的に作用するからで
ある。しかしながら，組織が秩序だった活動を維持するうえで，一方の主体が他方の主体を従属
させる権力関係が生じることは不可避的である。そのため，権力を手にして勢力感を高めたマネ
ジャーに何らかの望ましくない影響が生じ得るのだとすれば，それを調整する要因を明らかに
することが組織マネジメント上の有益な手がかりをもたらすと考えられる。 
 
 
２．研究の目的と仮説 
 こうした背景のもと，本研究では勢力感の影響を調整する要因を探索することとした。 
はじめに，勢力感の上昇が自己本位に振る舞う傾向を強めるという既存研究の指摘に沿って，

勢力感と組織市民行動（OCB: Organizational Citizenship Behavior）との関係についての仮説
を導出した。組織における“良き市民”としての振る舞い（e.g. 他の成員を援助する，組織の規
範を遵守する，etc.）は，公式の職掌を超え直接的な報奨の対象とはならない役割外行動の一種
である。勢力感が高まり，自己本位に振る舞う傾向を強めた個人においては，自分以外の他主体
に対する善意の行動が抑制されると考えられるだろう。 
しかし同時に，当該個人が所属組織と心理的に強い結びつきを有している場合，組織そのもの

や組織内の他成員は必ずしも対立する利害を持つ相手ではなくなる。むしろそれらは拡張され
た自己の一部であり，組織において他の主体に協調したり奉仕したりすることは間接的に自分
自身を支援することに等しい。したがって，所属する組織との心理的な紐帯が強い場合において
は，勢力感の高まった状態の個人のほうがむしろ OCB のような行動に従事しやすくなるとも推
論できる。この心理的紐帯について，研究開始当初は組織コミットメント（とりわけ情緒的コミ
ットメント）に関心を向けていたものの，その後の文献レビューおよび理論的検討を経て，最終
的には組織アイデンティフィケーション（OI: Organizational Identification）に注目すること
とした。よって，最終的に本研究では下記の仮説を導出し，とりわけ仮説 3 を中核的なものとし
て位置づけることとした。 

 
 仮説 1．勢力感が高まると OCB は抑制される 
 仮説 2．OI が高まると OCB は促進される 
 仮説 3．勢力感の OCB に対する影響は OI によって調整される 
 仮説 3a．OI が高い場合，勢力感が高まると OCB は促進される 
 仮説 3a．OI が低い場合，勢力感が高まると OCB は（さらに）抑制される 

 
 
３．研究の方法 
 上記の仮説を検証するために，本研究では主として実験法に依拠することとした。本研究の主
眼は勢力感の OCB に対する因果効果に向けられているが，OCB（や OI）は組織成員の勢力感にも
影響を及ぼし得るものでもある。したがって，観察的な質問票調査よりも，介入を伴う実験とい
う手法によって，勢力感とOIの組み合わせがOCBに与える影響を捉えることが適切と判断した。
以下では，本研究期間中に実施した主要な実験の手続きについて説明する。 
 当該実験は，調査会社を通じてリクルートした，企業や団体など中規模以上の組織にフルタイ
ムで勤務している成人を対象にオンライン上で実施された。この実験は，事前調査と本実験の二
度にわたりデータ収集を行っている。参加者はまず事前調査において，デモグラフィック属性や
性格特性，勤務先組織の基本情報，所属組織と自己との心理的な結びつきの強さ（OI の程度）
を測定された。その後に 10 日程度のインターバルを設けて行われた本実験では，参加者は勢力
感を高める実験群と勢力感を一定に維持する統制群とに無作為に割り当てられ，それぞれの操
作を受けたのち，複数の具体的な場面（e.g. 新人の指導をする，業務改善案を提案する，etc.）
における振る舞い方について質問された。ここでの得点が，当該参加者の OCB 意図を表すことと



なる。 
 
 
４．研究成果 
４－１．実験データの分析結果 
収集したデータをもとに，先述の仮説を検証するための分析を行った。以下の図１で示してい

るのは，勢力感の操作条件（実験群 vs. 統制群）および OI の程度（OI高群 vs. OI 低群）とで
参加者を 2×2 の 4条件に割り当てたうえで OCB 意図の得点が異なるかを検討した，二元配置分
散分析の結果である。なお，ここでは OI の得点の中央値を基準として参加者を OI 高群と OI低
群とに分けている。 
 図からは，勢力感を高められた条件の参
加者は OI の程度にかかわらず OCB 意図を
高めるという，仮説 1 と異なる傾向が読み
取れる。分析の結果，この勢力感の単純主
効果は 0.1％水準で有意差を示していた。
また，OI の主効果についても 5％水準で有
意差がみられ，組織と自己を同一視するほ
どに OCB 意図が高まるという仮説 2 は支持
されている。しかしながら，本研究の主た
る関心の対象であった仮説 3，すなわち勢
力感の OCB に対する影響が OI の程度によ
って異なるという交互作用効果についての
仮説は支持されなかった。 

なお，分散分析に加えて重回帰分析も実
施している。OIを二値（高 vs. 低）のカテ
ゴリカルな変数ではなく量的な変数とし，そのうえで参加者のデモグラフィック属性や性格特
性（特性五因子など），その他の組織的要因（職階や在職年数など）を投入した包括的なモデル
においても，分散分析と同様の結果が得られた。すなわち，勢力感はそれ単独で OCB 意図を高め
る効果を持つというものである。 
４－２．結果の解釈と考察 
すでに述べた通り，本研究は勢力感がマネジャーに及ぼす阻害的な影響を前提として，その影

響を調整する組織的要因の探索に着手したものである。しかしながら，当該実験においては OI
の調整効果を確認することができなかった一方で，勢力感が OCB 意図を高める効果を持つこと
が示された。ここから推測されるのは，そもそも勢力感の影響は一般的な対人相互作用の場面と
組織という文脈との間で全く異なったものになるということである。つまり，組織成員としての
行動が求められていること自体が調整要因となっている可能性がある。 
一般に，組織に身を置く者には他成員との協働に関与し組織活動の維持に貢献することが要

請され，成員も多くの場合それを一定程度は受容している。他成員との協働や組織に対する貢献
への義務感は，特に組織からの報酬で生計を立てる者が共通して経験するものであり，互恵性の
規範に由来する頑強な心理的圧力となっている。この状況において，勢力感の上昇は，そうした
義務への応答をより強く動機づける原因となることが考えられる（Guinote,2007）。このことは，
勢力感を高めた者がある種の“ノブレス・オブリージュ”に駆動される可能性を示唆するもので
ある（Tost, 2015）。 
 本研究では勢力感の調整要因について確定的な結論を得るには至らなかったものの，組織に
おける権力の統制を検討していく上で重要な示唆のある知見をいくつか明らかにすることがで
きた。こうした成果は，引き続き実施していく予定の実験や調査の結果とあわせて，学術誌等で
公刊することを目指している。 
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図 1  OCB 意図に対する勢力感と OI の影響 
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